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中海の自然再生事業概要
第２期実施計画について
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宍道湖・中海は汽水の湖で，２０００年に最後の干拓予定地であった本庄工区の干拓
が中止され，その後２００２年には淡水化事業も中止となった．２００３年７月に島
根県知事が両湖をラムサール条約の登録湿地とすることを表明し，２００５年１１月
に登録湿地となり，両瑚の賢明な利用（ワイズユース）が求められることとなった．
さらに２００７年６月には法定の「中海自然再生協議会」が設立され，中海の自然再
生が地域住民，自治体，行政，専門家などの協働で開始されることとなった．

本庄

西部承水路提撤去 ～2010年6月

中浦水門撤去～2009年3月

森山堤一部開削～2009年5月



自然再生事業の対象とする地域の概要

島根県と鳥取県にまたがる中海は，かつては広大なアマモ場を有し，サルボウ貝（赤
貝）に代表される豊富な魚介類の生産の場であったが，水質の悪化や高度経済成長期に
実施された中海干拓・淡水化事業などの大型開発行為により，アマモ場の消滅，水産資
源の減少などが進み，かつての豊潤な自然環境が大きく損なわれた．

国交省出雲河川事務所のパンフレットより



1960年代以前には，中海では宍道湖を越える漁獲があり，
肥料藻としてアマモが，寒天藻としてオゴノリが大量に採
藻されていた.
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宍道湖では，漁獲は減少傾向にあるが，今でもおよそ
４，０００トンほどのヤマトシジミの漁獲がある

2011年以降は2,000トン
前後に低下している



そこで宍道湖は現状の保全，中海は修復が必要

自然再生推進法による
中海の自然再生



中海自然再生協議会設立の経緯

平成15年1月 「自然再生推進法」施行

平成17年3月 「米子湾の自然再生に向けた勉強会」開始

平成17年11月 中海・宍道湖がラムサール条約の登録湿地に

平成18年4月 「自然再生センター」設立（協議会の発意者）

平成18年8月 「中海自然再生協議会設立準備会」立ち上げ

平成19年6月 「中海自然再生協議会」設立

平成20年11月 「中海自然再生全体構想」策定

平成24年3月 「中海自然再生事業第1期実施計画」策定



全国で19番目の協議会となる中
海自然再生協議会は，NPOが立
ち上げた初めての協議会で，
2008 年11月に全体構想を策定
した．

中海自然再生全体目標

「よみがえれ，豊かで遊べる
きれいな湖」を合言葉に，豊
かな汽水湖の環境と生態系，
そして心に潤いをもたらすき
れいな自然を取り戻し，かつ
ての中海の自然環境や資源循
環を再構築する．



中海の自然再生の目標

この自然再生が目指すのは，昭和20年代後半から
30年代前半の「豊かで遊べるきれいな中海」であり，
豊かな汽水湖の環境と生態系，そして心に潤いをもたらす
きれいな自然を取り戻し，かつての中海の自然環境や

資源循環の再構築を目指します．

そのため，
「よみがえれ，豊かで遊べるきれいな中海」を合い言葉に，
以下のような５つの推進の柱（大きな目標）を設定し，

事業を推進します．

１）水辺の保全・再生と汽水域生態系の保全
２）水質と底質の改善による環境再生
３）水鳥との共存とワイズユース
４）将来を担う子ども達と進める環境学習の推進
５）循環型社会の構築



自然再生事業の取組状況 中海自然再生マップ



自然再生事業の取組状況 中海自然再生マップ



自然再生事業の取組状況

中海自然再生事業実施計画（平成22年７月時点での原案）

①中海沿岸域の過去から将来像に関する調査

②彦名処理地および粟島周辺エリアを活用した生物多様性保全事業

③中海干拓地（弓浜）承水路の環境改善と自然循環型地域社会の構築

④中海浚渫窪地の環境修復

⑤飯梨川及びその流域の環境保全と再生

⑥密度流拡散装置による貧酸素水塊の除去及び周辺部の水環境改善

⑦中海北部と東部の浅場における自然再生

⑧ラムサール湿地・中海子どもパークレンジャー事業

⑨中海の自然を楽しむ環境学習

しかし，

・それぞれの実施計画の科学的データ不足

・法定の実施計画と協議会の実施計画との仕分け
再検討


